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東　優子氏 ①

「おうち性教育ブーム」に思うこと

東　最近、主要メディア（テレビ・新聞・雑誌）で性
教育が特集されることも多くなりましたね。ソーシャ
ル・メディアやインターネットの普及で、国内外の動
向が把握しやすくなりましたし、情報を発信する人々
の世代も、顔ぶれも多様化しました。とくに若い女性
たちの活躍が目覚ましく、性と生殖に関する健康にか
かわる制度・政策を動かすまでになっていますよね。
YouTubeで性教育関連動画が配信されたり、保護者
向けの性教育本が相次いで出版されるなど、「おうち
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性教育ブーム」とも呼べる現象が起こっているわけで
すが、こうした背景にあるのは「日本は性教育後進
国」、「学校には任せていられない」といった批判です。
日本の性教育は、JASE（日本性教育協会）が創設さ

◉日本性教育協会創立 50周年記念・特別座談会

これからの性教育・性科学を考える
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　東　優子氏 ②
セクシュアル・プレジャー：
〈性の健康〉と〈性の権利〉を結ぶ“忘れられた”リンク

　もうひとつ、最近の話題として「セクシュアル・プ
レジャー」をめぐる動向をご紹介したいと思います。
「性的快感・快楽・愉しみ」を意味する、この言葉そ
のものは新しいものではありませんが、国際的な定
義が初めて提唱されたのは最近のことです。2016 年
に GAB（Global Advisory Board for sexual health 
and well-being）という「性と生殖に関する健康と権
利」の専門家グループが定義を発表したことを受け、
WAS（World Association for Sexual Health：性の
健康世界学会）が 2019 年に「セクシュアル・プレ
ジャー宣言」（注２参照）を出し、「世界性の健康デー
2020」のテーマにもしました。
　「性革命」時代の60～70年代ならいざ知らず、い
まさらなぜ「性的快感・快楽・楽しみ」なのか？ と
疑問に思いますよね。GABは「忘れられてきた
（forgotten）リンク」という言葉を使って、その理由
を説明しています。〈セクシュアル・プレジャー〉が
〈性の健康〉と〈性の権利〉を結ぶ重要な要素であり
ながら、従来の性と生殖に関する健康と権利にかかわ
る保健医療サービス、カウンセリング、そして性教育
において、そのことが「忘れられてきた」と。従来の
性教育を例にすれば、「性非行」などの問題行動、望
まない妊娠、性感染症、性暴力、インターネット被害
といったリスクの予防・啓発に重きが置かれ、問題解
決型・リスク介入・管理型になってしまってきた。そ
れを本来の目的である「性の健康と権利の推進」に戻
そう、というわけです。
　GABが提唱しているのは、ネガティブ・アプロー
チをポジティブ・アプローチに転換する「トライアン
グル・アプローチ」です。プレジャーに重要なのは、
「自己決定、同意、安全、プライバシー、自信、そし
て性的関係についてコミュニケーションしたり交渉し
たりする能力」です。そして、プレジャーには身体
的・心理的の両方の側面がある、ということを強調し

れた 1970年代、性教協（“人間と性”教育研究協議会）
が発足した 1980年代と、先駆者たちが礎を築いた時
代を経て、1990年代に「性教育ブーム」が到来します。
改訂・学習指導要領が施行された 1992年が「性教育
元年」と呼ばれ、1999 年には文部省（当時）が『学
校における考え方、進め方』（1999）を発表するなど、
学校性教育が大いに活気づく出来事がいろいろあった
わけですが、ご存知のように 2000年に入ってすぐに
始まった「性教育バッシング」によって状況は一変し
ました。その象徴とも言える「七生養護学校事件」を
めぐる裁判が 2013年に都の賠償命令確定という形で
決着し、この５年ほどでようやく潮目が変わってきた
と感じられることが増えました。「LGBTブーム」で
「性の多様性」や「権利」が注目されるようになった
ことも影響していると思います。
　2009年に発表されたユネスコ（UNESCO）編『国
際セクシュアリティ教育ガイダンス』の影響によると
ころも大きいと思います。これはユネスコが、国連エ
イズ合同計画（UNAIDS）、国連人口基金（UNFPA）、
ユニセフ（UNICEF）、世界保健機構（WHO）と共
同で発表したもので、初版の日本語翻訳版が 2017年
に、改訂版（2018）の翻訳版が 2020年にそれぞれ出
版されました。ガイダンスが奨励しているのは発達段
階に応じた包括的な学校性教育で、５歳から 18歳以
上までを対象としています。この発表をきっかけに
「０歳からの性教育」が当たり前と言われるスウェー
デンなど、「性教育先進国」に関する記事や情報もず
いぶんと増えました。日本の現状があまりにかけ離れ
ている事実は衝撃的でさえありますが、エンパワメン
トにもつながったのではないでしょうか。
　いま一番願うことは、現在の状況が「ブーム」とい
った一過性のもので終わらないようにすることです。
そして、「おうち性教育」だけでなく「学校性教育」
が活気を取り戻すこと。性に関する情報や包括的セク
シュアリティ教育へのアクセスは、「性の権利宣言」（注
1参照）にも明記された人権課題です。ユネスコ編の
ガイダンスが学校を基盤としたカリキュラムとして書
かれている理由もまた、こうした学習権の保障にあり
ます。

（注 1）https://worldsexualhealth.net/wp-content/uploads/2014/10/DSR-Japanese.pdf
（注 2）https://worldsexualhealth.net/wp-content/uploads/2020/02/2019_WAS_Sexual_Pleasure_Japanese.pdf
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ています。つまり、セクシュアル・プレジャーは「性
的行為・関係性には関心がない」といったエイセクシ
ュアル（asexual）の人たちを含めた、あらゆる人々
の性の健康と権利にかかわる話なんですね。
小貫　「セクシュアル・プレジャー」という言い方と、
「セクシュアル・ウェルビーイング」という言い方は、
違うものですか。
東　WASの「セクシュアル・プレジャー宣言」には、
次のような一節が登場します。「プレジャーが性の健
康およびウェルビーイング（良好な状態・幸福・安寧）
に寄与するためには、自己決定、同意、安全、プライ
バシー、自信、そして性的関係についてコミュニケー
ションしたり交渉したりする能力といった要素が重要
となる。セクシュアル・プレジャーは、性の権利の文
脈で行使されるべきものであり、とくに平等と非差別、
自律と身体のインテグリティ（保全・完全性・統合性）
にかかわる権利、望みうる最高水準の健康および表現
の自由にかかわる権利が重要となる。」つまり、ウェ
ルビーイング（安寧）が上位概念で、プレジャーがそ
こに含まれる、という関係性ですね。
早乙女　「プレジャー」と言った途端に「ヘルス」も
「ライツ」も強化されたんですよね。性教育という流
れで話をすると、少し離れてしまうかもしれないです
が、30年近く経口避妊薬であるピルの普及をやって
きましたが、ピルとか緊急避妊薬とか、世界はもう一
歩も二歩も先へ行っている。医療、医学のところで進
んでいることが、教育の中に普遍化して取り込まれて
いくには、さらにタイムラグがある。
　日本の場合は、セクシュアル・プレジャーとか、女
性の人権とかが前面にきちんと押し出せなかった。避
妊をする女なんてけしからんとか、中絶する女なんて
けしからんとか、今でも、本当にそんなことを言って
しまうドクターもいたりするので、その中で、セクシ
ュアル・プレジャーという概念を含めた性教育をやっ
ていくときには、どんな情報が必要で、どんなサービ
スが必要で、どんな教育につながっていくのかという
のって、本当にまだまだ道が遠いような気がしていま
す。
　さっき東さんがおっしゃったように、一部、若い人
たちがリーダーシップを取っていろんな情報発信をし
ているので、今までよりは少し進みが早くなって、い
ろんなものにアクセスしやすくなるのかなとは思い

ますけれども。当たり前のようでいて、すごい発明
みたいな気がしていて、“health and rights”と言っ
たときは、ヘルス？ ライツ？ とかと言っていたの
に、“health and rights and pleasure”と言った瞬間
に、何か本当にトライアングル、強固なものというか、
その姿を現したような、人権とか、その人らしさとか
というのが見えてきたような気がするんですけど、で
も、それが教育の中でというのか、医療もそうなんで
すが、十分にみんなが知るようになるのには、どうい
う方法があるのか。プレジャーの扱い方次第によって
はミスリードしかねない、そういう要素は持っている。
だから、すごく慎重に時代背景も見据えながら進めて
いくことが重要だと思います。

　野坂祐子氏
性の安全についての教育と
支援の課題

野坂　私は教育心理学が専門で、主に性暴力に関する
臨床をしているので、性の安全について話します。
　性の安全というと、私がHIV/AIDSの現場に関わ
り始めた 25年くらい前、“Safer Sex”が大きなトピ
ックでした。セックスが危険なのではなく、いかに安
全にするかが大事なのだとぷれいす東京の池上千寿子
さんから学びました。性を道徳ではなく健康の観点か
ら捉えること。“安心すれば、もっと感じる”という
キャッチフレーズのように、Safer Sexは感染症予防
だけでなく、安心感や心地よさにつながる大切なもの
というメッセージは、まさにセクシュアル・プレジャ
ーの権利そのものです。私自身、20代のときに、こ
うしたポジティブなメッセージに触れられたのは、大
きなことでした。
　1990 年代当時は、まだ虐待やDVを規制する法律
がありませんでした。この 25年余りでそれらの法整
備が進み、性犯罪に関する刑法が改正され、世の中は
少しずつ変わってきました。性暴力への社会的認識も
高まっていますし、被害当事者が声を上げたことでさ
まざまな活動や運動が展開しています。
　性暴力について「被害者は悪くない」ということが
認識されるようになり、被害者の落ち度や抵抗を問う
のではなく、加害者の行為が注目されるようになりつ
つあるのも変化です。とはいえ、性的同意については
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まだまだ曖昧なところが多いように感じています。
小貫　同意は、幼児への性教育でも、ホットなトピッ
クですね。
野坂　安全や権利を考えるうえで非常に重要な概念で
す。でも、プライベートパーツや同意を教える際に、
禁止のメッセージが多用されているのが気になります。
「～してはいけない」と教えるのは、子どもを萎縮さ
せてしまうし、いけないと言われていたことをしたと
きに大人に打ち明けられなくなってしまいます。確か
に「赤信号を渡ってはいけない」というように、幼い
子どもにはシンプルにルールを説明することが大切で
すが、子どもの自発的な探索行動、例えば、性器を触
る、性的な言葉を口にする、性にまつわる質問をする
といったことが安心して体験できる関係性を築いたう
えで、社会のルールを教えるほうがよいでしょう。
　また、暴力の予防として「相手を傷つけない」とい
う言い方がされがちですが、これも「してはいけない
こと」よりも、何をしたらいいのか、それができるに
はどうしたらいいのかを考えるほうがポジティブだと
思います。他者への思いやりの気持ちを持つには、ま
ず、自分の気持ちや傷つきが感じられなければなりま
せん。自分の快や不快、安心と不安がわかり、自分の
感覚や感情を大事にすることは、プレジャーにもつな
がります。安全ではない生活状況の子どもたちは、自
分の気持ちを抑え込んだり、感じないようにしており、
それがリスクのある性的関係や性行動につながること
があります。もっと自分の気持ちに向き合ったり、安
全に気持ちが話せるような機会を作ったりしていくこ
とも性教育の課題です。
―　具体的には、どんなことができるのでしょう
か？
野坂　性の安全について教えるとき、ゴールを「傷つ
かないために」とするのは現実的ではありません。対
人関係のなかで傷つくのは当たり前だし、性について
不安を感じるのも自然なこと。むしろ、「傷ついたら、
どうすればいいのか」といったことを積極的に扱うべ
きではないでしょうか。被害を受けたときに、自分を
責めるのではなく、誰かに助けを求めるスキルを具体
的に教える。もちろん、そうした子どもの訴えを受け
止めて対応する学校や社会のシステムも求められます。
　また、性的なコミュニケーションにおいては、相手
の同意が得られるとは限りません。その苦痛を抱えら

れるという、いわゆるネガティブ・ケイパビリティと
いった自分のこころの力をつけていくことも必要でし
ょう。子どもが自分自身を守れるようになるために、
子どもの主体性や関係性スキルを高めていくことが望
まれます。
　教育の原理として、回避目標、つまり“No”と言
うのを目指すのは教育効果が低く、子どもの成長を促
さない。そうではなく、「こうなりたい」とか、自分
が納得のいく“Yes”を追求するほうが、変化の動機
づけが高まります。セックスについても同様に、自分
が“Yes”と言うにはどんな条件が必要だろうかと考
えると、真剣にならざるを得ないし、クリアしなきゃ
ならないことが多いと気づきます。“Yes”というのは、
相手の誘いに応じるという意味ではないし、セックス
をするかどうかでもありません。自分はどういうとき
ならするのか、どうしたら安心できるか、それを具体
的に考えることです。“Yes”を選択するには、それ
を判断するための情報も必要だし、安全な環境が不可
欠で、自分の気分や体調にも目を向けなきゃいけない。
だから、“No”の決断をさせるよりも、“Yes”が選
択できる状況を作ったうえで、本人が“Yes”を選べ
るようにするという考え方のほうがいいんじゃないか
と思っています。
　幼いうちは、子どものリスクは大人が管理しますが、
やがて自分でリスクを負えるようになるのが人生です。
ゼロリスクを目指すのではなく、ハームリダクション
として、どうやって自分なりにリスクを減らしていく
か、失敗しても許容される社会があるのか。自分はど
こで納得するのか、大きく言えば、自分はどう生きた
いのかを考えられるようになることは、教育の最終的
な目標と重なります。
　学校教育のなかでの性教育という点でいうと、対等
とか同意といった概念を学んだり、性についての知識
を得たりするときに、基礎的な学力が重要になります。
算数、国語、社会、理科といった教科を通した学びが
あって初めて、対等とか同意といった概念を考えるこ
とができる。基礎的な学力とは、テストの点や成績で
表される狭い意味ではなく、物の見方や考え方、知識
を役立てるスキルなどを指します。あらゆる学習は相
互的に関連しています。
　例えば、思春期のデートDVの深刻さに危機感を
もつ実践者が、早期からの教育が大事だと考えて、小
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学生に「デートDV」を教えたとします。早いうちか
らDVの予防に取り組むという方向性は正しいですが、
教育法としては不適切です。小学生にとって大切なの
は、「デートDV」の知識を得ることではなく、自分
や相手の気持ちを考えたり、身近な暴力に気づけるよ
うになったりすることです。交際関係にある暴力より
も、「いじめ」についてを考えたほうがいい。発達段
階によって、子どもの生活世界は異なるので、それに
合わせた教育や支援をしなければなりません。大人が
教えたいように教えたり、自分が伝えたいメッセージ
をそのまま子どもに教えようとするのは、子どもを
「小さな大人」として扱っているようなものです。
　この点、（既出の）ユネスコのガイダンスは、子ど
もの発達段階に合わせて学習内容を細分化し、学びを
積み上げていくようにデザインされていてすばらしい
ですね。
―　文部科学省などが示す「発達段階に合わせて教
える」とは別なんですか。
野坂　「発達段階に合わせて教える」というのはその
通りですが、では、それがどういう意味なのか。それ
は、単に子どもの能力や理解度に合わせて、平易な言
葉で教えるという意味ではありません。その発達や年
齢では、どんな認知、つまり物事の捉え方をするのか、
どのような活動や関係性を経験するのが大事なのか、
そうした子どもに必要な学習内容と学習方法の原理を
ふまえて教えることなのです。人権や権利など、性の
安全に必要な概念を子どもにどう教えていくか、もっ
と細かく考えていく必要があります。
　性の安全についても、子どもにプライベートパーツ
を説明して、「触るな、触らせるな」といったルール
だけ教えるのでは、子どもの安心・安全というプレジ
ャーの権利が伝わりにくい。防犯という観点だけでは、
セクシュアル・プレジャーが漏れてしまいます。性の
安全・安心と言いながら、危険を回避させるネガティ
ブアプローチに基づいていると、結局、大人の不安を
軽減させるための教育になってしまいかねません。
小貫　性教育に関して国際的、歴史的に反省されてい
ることは、ネガティブ・アプローチから始まったよね、
性感染症と予期しない妊娠の予防だけだったね、とい
うことですね。それじゃいけないよね、ポジティブ・
アプローチが大切だよね、と繰り返し言われていて、
本当にそのとおりだと思う。

　大学で授業をしていると、学生たちの間で性教育に
ついて嫌な思い出が出てくることがある。「性教育だと
言うから、また嫌な話なのかと思った」と言われたこ
ともあります。「そしたら、すごく楽しかったからよか
ったです」と。高校生に話すときも同じような感想を
聞きます。怖い話、グロい話になるのかな、と思って
しまう人がいる。そういうイメージは、これまでのネ
ガティブ・アプローチの背景があるからでしょうね。
東　少し話が前後しますが「YES MEANS YES（イ
エスはイエス）」というキャンペーンがありますね。
日本ではなぜか「嫌ならNOをハッキリ言おう」に
すり替わってしまう。海外の取組をそのように紹介し
ている記事を見て、愕然としたことがあります。重
要なのは「沈黙はYESではない」、「酩酊状態はYES
ではない」というメッセージを確実に伝えていくこ
と、「嫌ならNOをハッキリ言おう」では、犠牲者非
難を助長してしまいます。「同意」って、リアルな場面
を想像すれば、とてもむずかしい問題ですよね。当初
はYESと言ってたけど、途中で気が変わるってこと
もある。あっていい。性的な場面というプロセスを考
えれば、同意はYESと言うという「点」で捉えられ
る問題ではなく、ましてやNOがあったかどうかの
問題ではないんですよね。
小貫　点で捉えていてはよくないというのと似たこと
なんだけど、同意のない性的な行為や、セクハラとか
を予防するのは、現実問題として本人だけで解決つく
ことじゃないですね。学生を集めてのワークショップ
で、ハラスメントや強要を第三者が止めるにはどうし
たらいいと思う？　というロールプレイをしたりしま
す。そうすると、「（飲み会の場などで）さあ、そろそ
ろ席替えしましょう、と言う」などのアイデアが出て
くる。いやいや、はっきりと「やめましょうよ、そう
いうこと」って言った方がよくないかな…とは思うけ
ど、いずれにせよ「何がいけないことか」の共通理解
が、文化のようにして存在しないと。社会全体がそう
いう文化を共有する必要があるし、大学ならせめて学
生サークル全体とかの単位で理解されてないと、本人
だけの力では解決できないことがあると思う。
野坂　性的同意は、相手のある関係性のなかで示すも
の。個人ではなく、関係性の話ですよね。もちろん、
同意は一人ひとりの意思による決定なのですが、一人
だけで決定できるものでもない。それぞれの意思があ
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るのを前提に、民主的な決定に向かう文脈をつくって
いくこと。そのためのやりとりをする、つまり対話を
重ねることが、同意には欠かせません。
　個人の権利はすごく大事だし、決定権は個人にある
のだけれど、個人の観点だけで同意を考えると、責任
をすべて個人に背負わせてしまうことも起こります。

　早乙女智子氏

性科学の進歩と性教育のタイムラグ

早乙女　産婦人科の診療の日常というのは、性的同意
ができていないことによる結果をずうっと一緒に見続
けるわけです。だから、同意して、喜んで妊娠して来
る人は「よかったね」という話だけど、そうじゃない
妊娠の人、「下ろしてって言っています」みたいなと
きには、「自分は」がなかなか言えない大人の女性が
山ほどいます。本来、誰もが自分の体は自分のものな
のだから、男性側に合わせなければいけないとか、女
性側に合わせなければいけないとか、対立軸で考える
必要は全くないわけです。
　自分の体は自分がまず第一に触って、自分で管理す
るもので、ウェルビーイングとプレジャーの関係と似
ているのかなと思うんですけど、「女性でも」という
言い方はすごく嫌だけど、女性でももちろん自分の体
は自分で触って管理していいんだよ、みたいなメッセ
ージを発しないと気づいてもらえないというのが現実
なのかなとは思います。小さいうちから誰もがね、と
言っても、社会的に、女子は駄目だよみたいなプレッ
シャーをかけられているのだとすれば、女子だって、
自分の体は自分のものだよというメッセージはもっと
あってもいいと思います。
　性教育で、せっかくいろんなことを伝えても、産婦
人科に行って嫌な思いをするとか、泌尿器科に行って
嫌な思いをするのだとしたら、それ自体が専門家では
ないというあかしになり得ると思います。医療関係者
にも、性教育という形か、性科学という形か分からな
いんですけど、専門家たり得る、思春期のサポーター
になり得る考え方や態度を学ぶという意味で、Sexual 
Attitude Reassessment（SAR）みたいなものが日本
でも必要なんじゃないかなということを感じています。
　性科学というか、ピルとHPVワクチンの話を少し
します。コロナ禍のなかで、ワクチンを全員ではない

と思いますけれども、打つような方向になっています。
一方でHPVワクチン、これ自体もすごく紆余曲折が
あって、日本でも「ガーダシル９」というHPVワク
チン、一番最新の効果の高いワクチンが 2021年２月
24日に発売になりました。日本では、「子宮頸がんワ
クチン」という形で最初推進されてしまったために、
男性は全く抜け落ちていましたが、国際的には男女と
も打つようになってきています。
　学校教育の中のワクチンというのは、すごくネガテ
ィブなトーンで語られている可能性があるかなと思い
ます。なので、学校での接種というよりは、個別接種
で、クリニックに行って打つような形になっています
けれども、これも最初の頃に副反応というので被害者
の会のこともあって、HPVワクチンは怖いという文
脈で語られることが多いと思います。
　人工妊娠中絶についても、助産師さんたちの中で、
産むことがすばらしくて、下ろすのはけしからんと思
っている傾向があります。産婦人科医の中でもそう思
っている人はたくさんいます。その法的根拠になって
いるのが、堕胎罪と母体保護法です。それがある限り、
なかなかそこから最新の考え方にシフトしていくとい
うのは、情報が少ない中では難しいのかもしれません
が、今はWHOが推奨する安全な中絶は中絶ピルです。
子宮の中に器具を入れて操作するのは、野蛮で危ない
方法であると言っています。
　中学生だから妊娠経過の話をしないでくれとか、セ
ックスについて語るなとか、そういうふうに部分的に
切り取ることによって、将来自分たちの身に、大人に
なったときに何が起こるのか、起こるかもしれないの
かということを知らせない性教育になってしまってい
る可能性はあるかなと思います。
　ピルのこととか、HPVワクチンのことって、たか
が薬だったり、たかがワクチンなんですけれども、社
会に送り出すまでの途中のところが教育だとするなら
ば、そこでツールとしての、たかがピル、たかがワク
チンを教えない意味が私には分からないのです。つま
り、学校の先生方のほうから、「ああ、あれは必要で
すね。私も飲んでいます」とはならないのはなぜなん
だろうか。そこに何かバイアスはないんだろうかとい
う疑問なんです。
小貫　医療者に対する性教育は、大学の医学教育に絶
対入っているべきだと思います。（医学部の学生に授
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業をして感じるのは）医者になる人だといっても、彼
らは性の基本的な知識をほとんど持っていない。高校
までで習ってないんだったら、医学部で学ばなかった
ら性のことを何にも知らないまんま人の性に関わるこ
とになってしまう。
早乙女　習っていないですね。教えられる人がいない。
医学教育の中に性の健康が入っていないというのは、
すごく健康の概念からは狭過ぎると思うんです。実際
の問題って、例えば失恋したって体調は悪くなるし、
離婚訴訟中でとか、いろんなことで婦人科にかかって
くる人というのは多くて、精神的にうつになったりす
ることもそういうことが関係してくる。だから、性が
関係してきて起こる体調不良なんて多分山ほど、妊娠
じゃなくても、男性も女性も、LGBTでもいくらで
もあって、医療者には、きちんと性科学の片りんを教
えるべきだろうと私は思っているんですね。性を抜き
にした、包括的ではない医療で健康的な生活ができる
のだろうかと個人的には思っていて、もちろん教える
ことはいっぱいあるかもしれないけれども、健康の概
念から性を抜く意味が私には分からないなと思ってい
ます。そういう意味で、医療従事者も何らかの形で学
ぶ、研修をする、あるいは大学生のときに看護も臨床
心理士も、介護にしても薬剤師さんにしても性を学ぶ
べきでしょう。薬剤師さんもピルのことをあまり知ら
ない、そういう意味では全部、そこまで行って性教育
かなと思ったりもします。
　話は学校の性教育に戻りますが、教育は教育者がし
たらいいんじゃないかと実は思っていて、１年に１回
とか２回、外部講師を呼んでするというのは、何かア
リバイづくりのように感じています。子どもたちはふ
だん接している先生から学んでいるわけだから、そこ
に人権があり、いつでも困ったときには相談ができる
ことが大切です。教育と医療、教育学と医学って全然
違うものじゃないですか。私は、個人的に言えば、学
校の先生がふだんやってくださるのが一番だよなと思
っています。
　例えば、学校現場の先生にというのは、全ての先生
がほかの教科の先生も含めて同じように語れるかと言
われると、それは難しいのかもしれないけれども、少
なくともその中でディスカッションができる程度には
オープンであってほしいなと思います。養護教諭の先
生はすごく頑張っているんだけど、という話はよく聞

くんですけれども、そういう問題ではないだろうと思
います。

　小貫大輔氏 ①

ホーリスティックな性教育

小貫　政府は、「命（いのち）の安全教育」という名
前で、小中学校で性に関する教育を導入する計画だそ
うですね。だけど、それだけでは包括的な性教育とは
まったく言えない。（既出の）ユネスコのガイダンス
では、その中心的なコンセプトが「包括的な性教育」。
セクシュアリティを広く捉えて、相互に関連する様々
なテーマを扱おうという考え方。このガイダンスでは
８つの「キーコンセプト」というのが提示されている
けど、日本では６番目の「人間のからだと発達」、８
番目の「性と生殖に関する健康」の一部だけが教えら
れてきました。今政府が言っているのは、それに「暴
力と安全確保」という４番目のキーコンセプトも加え
ようということ。ユネスコのリストと比べたらまだ５
つ項目が残っているし、そもそも（日本では）セック
スそのもの、つまり性交について教えることを明示的
に避けて通っているんだから、「包括的」なアプロー
チからはずいぶんと遠いですね。
　ユネスコが出しているガイダンスは、世界中の国々
に向けられたもので、例えば（保守的な）アラブの国
でも、このぐらいだったらやれるでしょう、やらなき
ゃいけないよね、という提案なんです。だから、そう
いう意味では、保守的な書き方がされているというか、
まだまだ「誰でもできるでしょ、このぐらいは」とい
う感じのものを入れていると思います。
　その点、僕は「包括的」な性教育よりも、「ホーリ
スティック」な性教育という考え方の方が、「人生の
意味」とか「人間の性の本質」とかまで、もう一歩踏
み込んだ考え方だと思っています。
東  ユネスコのが“Comprehensive”と言っているん
だけれども、全世界に向けてのテクニカル・ガイダン
スだから、保守的になっているという指摘は重要です
ね。「海外」とか「国連」と聞くと、「最先端」と勘違
いされることも多いですから。
　それとは別に、ユネスコのガイダンスの副題が「エ
ビデンス・インフォームド（evidence-informed）ア
プローチ」になっている点は注目に値します。国内で
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出版されている日本語訳は、「科学的根拠に基づいた
（evidence-based）アプローチ」に変えられてちゃっ
てるんだけど、エビデンス・インフォームドとしたの
には理由があるわけです。包括的性教育が科学的エビ
デンスを重視しているのは間違いないんですが、「先
住民・地域固有の知（indigenous knowledge）」とい
ったワードが今日的のトレンドのひとつであるように、
従来の西洋中心の科学言説が無視してきた、科学的手
法で証明されていない実践的知との融合といった点が
重視されています。そのことがまた「ホーリスティッ
ク」にもつながってくるのではないかと。
小貫　そうそう、“evidence-informed”と「ホーリ
スティック」は確かにつながっていると思う。つまり、
“evidence-based”という言い方だと、医学的・科学
的に「正しいもの」があるかのような権威的な匂いが
するのに対して、人間の性って本当は「答えのない問
い」なんだから、エビデンスを参考にしながらも答え
はそれぞれが探すんだ、みたいな感覚があって、それ
が“evidence-informed”って表現になっていると思う。
それは「ホーリスティック」とつながる。
　ユネスコのガイダンスとよく似たものを、WHOの
ヨーロッパ事務局とドイツの連邦健康教育センター
が共同で 2010年に出していて、そちらではセクシュ
アリティの教育は「ホーリスティック」でなければい
けない、と繰り返し述べています（『ヨーロッパにお
けるセクシュアリティ教育のスタンダード（標準）』）。
ユネスコもWHOも、かつてのネガティブアプロー
チはよくなかったと総括しているけど、ユネスコは
「だから包括的に」、つまり問題予防だけじゃなく、広
くいろんなテーマを相互に関連づけて取り上げようよ、
ということが強調されていて、WHOヨーロッパとド
イツの方は「ホーリスティック」という言葉を使って、
もう一歩踏み込もうとしているように聞こえます。
　“Holistic sexuality education”は、英語ではあま
り耳慣れない表現かもしれないけど、ドイツ語で検
索をかけてみると結構使われている。『スタンダード』
を書いたメンバーを見ると、ヨーロッパの中でもドイ
ツ語圏から北欧にかけての専門家たちが多くて、そう
いった国々ではよく使う表現なのかもしれません。
　ただ、WHOヨーロッパとドイツが出した「ホーリ
スティックなセクシュアリティ教育」の提案は、（『ス
タンダード』という）ドキュメントだけを読んでも

「包括的」とどう違うのかよくわからない。「答えのな
い問い」なんだから、それぞれ自分で考えろってこと
なのかもしれないけれど……。それで、僕は僕で自分
なりの「ホーリスティック」を探しているつもりです。
「ホーリスティック」って“holistic”って書くんです。
ギリシア語の“holos”から取った言葉で、東さんが
触れた「インディジナス・ナレッジ」なんかにもつな
がる、結構「スピリチュアル」な雰囲気の強い言葉。
英語の“whole（全体）”から取った“wholistic”って
書き方をする人もいるそうなんだけど、その人たちは、
“holistic”って言い方の持つ「スピリチュアル」な印
象を避けるためにわざわざそう書くんだそうです。
　「ホーリスティックはスピリチュアル」って言われる
と俄然やる気が出てくるのは、実は僕は 30年以上も
前からシュタイナー教育という「スピリチュアル」を
大切にする教育のネットワークと親しくつきあって
いるからです。若いときに、ブラジルのファヴェー
ラ（スラム街）でシュタイナー思想のコミュニティ活
動に出会ってボランティアをして、その後国際協力の
仕事をするようになってからも、エイズキャンペーン、
自然分娩や母乳育児の推進事業、子育て支援プロジェ
クトと、12年暮らしたブラジルではいつもそのグル
ープと一緒に活動しました。日本に帰ってきてからは、
日本のシュタイナー学校と親しくしていて、最近はい
くつかの学校と性教育のカリキュラムを作ろうと話し
合っています。家庭教育から高校まで見渡した、ホー
リスティックなものにしようと。
　ホーリスティックなセクシュアリティ教育で大切な
のは、一つは「ホールスクール（学校ぐるみ）アプロ
ーチ」でしょうね。ある学年であるテーマを教えると
いうのではなく、様々なテーマを、相互に関連させて
低学年から高学年までスパイラルを描くように繰り返
し取り上げる。授業で取り上げるだけでなく、学校生
活全般で取り上げる。言葉の端々に現れる先生と生徒
の人間関係、先生同士、生徒同士の関係に反映される
形で、学校全体の文化として作り上げる、といったイ
メージです。そして、親御さんたちと対話しながら、
学校を包むコミュニティの文化を作っていく。
　その点、シュタイナー学校というのはたいがい幼稚
園から高校まで一貫した学校コミュニティを作ってい
て、親御さんの参加も活発だから、ホーリスティック
なアプローチが考えやすい。もう一つ、「ホーリステ
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ィック」には、知識を教えるだけじゃない、身体を使
って、心を使って学ぶという意味がある。韓国の教育
関係者と話したときに、その人は「知って、感じて、
実践する教育」と言っていました。これもシュタイナ
ー学校の話ですが、シュタイナー学校では演劇を多用
した教育をしている。演劇の授業なんて、まさに性教
育で教えたいエッセンスでいっぱいです。
　そして、「全体」のイメージと「部分」の詳細の対
話が大切と思います。例えば「人間ってどんな存在な
んだろう」といった大きな全体像と、性の個々のテー
マを結びつけて考えること。私は（陣痛と授乳のホル
モンで、愛着とリラックスのホルモンとも呼ばれる）
オキシトシンの作用について、人間の進化の歴史と結
びつけて考える授業が自分でも気に入っています。骨
盤の違いから想像する「ネアンデルタールとホモ・サ
ピエンスのお産・育児の違い」を演じてみたりして。
そういったアプローチは「スピリチュアル」と言うほ
どのことではないかもしれないけど、自分としては、
「目に見える」科学的な知識だけではなく、「目に見え
ないもの」への感性をたいせつにしているつもりです。

　小貫大輔氏 ②

家庭でのハートフルな性の会話

小貫　ところで最近、「ハートフル」という言葉に出
会って、「ホーリスティック」とはまたちょっと違う
意味でいいなと思っているんです。
　北海道のある学校に、毎年１週間かけて性教育の授
業をしにいっているんだけど、親御さんたちと会える
機会を毎年設けてもらって、家庭でどういうふうに性
の会話をするか聞かせてもらったり、私からもこんな
ふうに話しては？ なんて話をしたりしています。ある
とき、あるお母さんが、夫婦でセックスをしていたら
子どもが入ってきちゃったという話をしてくれました。
それで、子どもはびっくりしてドアを閉めて出ていっ
たんだけど、（以前から私の話を聞いていたので）夫
婦で、ああ、こういうときって、これを放っておいた
らいけないんだなと思って、娘を呼び寄せたんだそう
です。セックスについては、すでに話していたんだと
思います。それで「今ね、実はセックスをしてたん
だ」と言ったんだそうです。そうしたら娘さんがすご
く安心、ほっとしたようにして、「なーんだ。地震か

と思った」と言ったそうです。「みんなでゲラゲラ笑
いました。その日は朝まで３人で一緒に寝ました。と
ってもハートフルな時間を過ごすことができました」
と感謝されました。そのときから、「ハートフル」って
いい言葉だなと思って使っているところです。
東　「ハートフル」っていかにも思い入れが強そうな言
葉ですよね。それが結果オーライになることが多いと
しても、場合によっては親や大人の思い込み、価値観
の押しつけみたいになることもあるような心配もあり
ますけど。
小貫　性教育って「答えのない問い」だから、正しい
答えってないと思うんです。特に家庭の性教育って、
正しい知識を伝えるというよりも、性に対して親子で
話せる雰囲気を作るため、って意味が大きいと思いま
す。お互いに緊張したりしないで、気軽に話せる雰囲
気、そして、性の話をすることが嬉しいというか、愛
情を伝える機会にもなるような会話の仕方。そういう
雰囲気を「ハートフル」って表現したらいいなと思っ
て、使っているところです。
野坂　性を一面的に捉えず、正しい知識そのものも見
直していくことは、とても大切ですね。性教育は、科
学的な知識ばかりに偏る傾向がありますが、一方で、
愛に偏るということも起こりがちです。「ハートフル」
という言葉で言わんとすることが、単純に「愛のあるセ
ックスならよい」、「愛がなければダメ」といった一面的
なメッセージにつながる危うさも感じます。ハートフ
ルな実践ってすごく魅力的ですが、DVでも性暴力でも
「愛しているから」という言葉で暴力が合理化されやす
い。そうした誤用に注意しながら、愛と言う名の暴力
を見過ごさずに、子ども自身がそれに気づいたり、み
んなが暴力を手放したりするにはどうしたらよいか。
小貫　その懸念はよくわかるし、まったくその通りだ
と思います。ただ、僕が「ハートフル」と言うのは、
頭だけで理解するのではなく、ハート（心）のレベル
に落ちてくることの大切さを言いたいからなんです。
「何が正しい」というわけじゃないテーマをどのよう
に扱うか、ユネスコは「包括的」という姿勢を提案し
ていて、ヨーロッパからは「ホーリスティック」とい
う言い方も出てきている。自分でもいろいろ考えてい
ると、特に「おうち性教育」や親子で交わす性につい
ての会話の指針となるのは、「ハートフル」という姿
勢なんじゃないかなと思うわけです。


